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平成21年4日13口

（財）高知1県教職員互助会理事長

各所属所長　様

選択型福利厚生制度「カフェテノアプラン」の実施について

このことについて、別添カフェテリアプラン実施要綱に基づき実施いたしますので、

貴所属会員へ周知いただきますようお願いいたします。



選択型福利厚生制度「カフェテノアプラン」の実施要綱

1　口的

この要綱は、会員の健康増進、元気回復及び自己啓発を支援するため、会員が各種

の元気創造事業のメニューの中から自分のライフスタイルにあった給付を選択するカ

フェテリアプラン制度の実施に関し、必要な事項を定めるものとする。

2　対象職員

この制度は、（財）高知県教職員互助会会員（退職互助部特別会員を除く。以卜「会

員」という（二）及びその被扶養者（公＼ン二学校共済組合の被扶養者に認定されている一書。

以下「被扶養者」という。）に適用する。

3　対象経費の助成

当．該午度中に6に定める元気創造事業のメニューの中から必要なものを選択し利用し

た場合に、別表に定める額を限度として肋戊を受けることができる．。

4　請求等

（1）請求

①・請求は、各会員につき牛1回のみとし、当該年度の3月1011（必着のこと．。そ

の日が週休日に当たるときは、その日以後の最初の勤務日。．以下「請求期限日」

という．こ．）までに行うものとする。

ただし、年度途中の退職者又は転出者にあっては、当該異動発令後30日以内

に請求（必着のことr〕）するものとする。

（三・請求に当たっては、会員個々が助成対象分を一括して行うこと〔：

（烹・請求期限日までに到達しなかったものについては、助成の対象とならないも

のとする。

（2）請求f一統

別紙カフェテリアプラン請求書（以卜「請求書」という。）に必要事項を記入し、

押印のうえ領収書（氏名及びカフェテリアプランの請求に係る金額、品名等が記

戟されているものに限る．。レシートや利用明細書等は不吋とする。）を請求書の裏

面に涼付する。請求内容については所属所長が適正であるかを判断し、適．lLであ

れば所属所長印を押し請求書を提出すること。

※　海外旅行で請求する場合の添付書類は、領収吉かパスポートの写し（本人確

認のページ及び日本出入国スタンプのページ）のどちらか一方でかまわない．。

（3）　所属担当者（事務担当者）の業務

各所属所の担当者は、会員の所属名、職員番弓一、氏名及び押印、所属所長印を

確言忍のうえ、写しを残した後互助会に送付すること。



（4）　請求書の記載要領等

①・請求書には必要事項（所属所名、職員番号、生年月日、氏名、詣求金額、使

用金観、購入品名）を記入し、押印すること。

（三・請求に際しては、氏名、日付、金額、品名等が記入されている領収書を添付

すること。

・③　被扶養者の利用に際しては、各所属所にて被扶養者の認定を確認のうえ請求

すること。

④・家族旅行などで領収書の宛て名が請求する会員と異なる場合は、所属所で内

容を確認のうえ請求すること。．

荘・インターネット又は通信販売で商品を購入した場合も、原則として領収書を

添付するものとするが、次のものでも可とすること。

・代金振込書の本人控え

・配達時、入金確認時に送付又は送信される入金確認書類

（上．紀の書類は会員の氏名、日付、金額、商品名、購入先が記載されているも

のとするが、いずれかが記載されていない場合はそれを確認できる書類を添付

すること。）

⑥　項目番号4については、領収書の添付に替えて口座引き落としの場合の通帳の

コピー（氏名のある表紙及び該当する部分のみ）又は月謝袋等のコピーの添付

でも可とする。

言‥　項目番号3については、人間ドック等の受診料及び予防接種の経費は対象とな

らない。

・⑨＝　項目番号5、7については、公務出張の場合は対象とならない。

⑨ト　項目番号5における交通費とは、公共交通機関の利用料のことであり、高速道

路の利用料及びガソリン代は対象とならない。

・⑩　項目番号1のレジャー用品には、ETC車載器やカーナビは含まれない〔⊃

5　支給方法

（財）高知県教職員互助会事務局において、各所属から送付のあった請求書の内容を

審査のうえ、原則として、当該年度の7月末までに請求言を受理したものについては

翌々月の9月末までに、当該年度の11月末までに請求書を受理したものについては翌々

月の1円末までに、その後当該年度の請求期限日までに請求書を受理したものについて

は翌々月の5日末までに会員の口座に助成金を振り込むとともに本人あて通知する。

（年度途中の退職・転出者にあっては請求を受理してから原則として30日以内に請求者

のU座に助成金を振り込むとともに本人あて通知する。）



6　元気創造事業のメニュー

区分 項目 メニ ュー 内容 肋成 対 象 （例 ）

健

煉

増

1

2

3

健 康器 具 、スポ ー ツ用 晶 、

レジ ャー用 品 の購 入

は り ・灸等 の 受 瞭

血 庄 計 、体 温 計 、 体 脂 肪 計 、 マ ッサ ー ジ器 、電 動 菌 プ

ラ シ、 各 種 ス ポ ー ツ用 品 、 釣 り具 、 キ ャ ンプ lH 品 、 ゴル

フ用 品 、 ス キ ー用 品 、 登 仙 用 品等

は り、 灸 、 あ ん ま 、才旨圧 、 マ ッサ ー ジの 施 術 費

進
（保 険 適 用 外 の もの ）

医薬 占占の 購 入 市販 されて い る家 庭 用 医薬 品 及 び包 帯 、粁 創 脅

元

気

回

復

‖

Jl

J

6

／

8

9

■カル チ ャー数 寄 （公立 学

校 共済 組 合 の 実 施 す る カ

ル チ ャー教書 を除 く）

・スポ ー ツ教室 ・スポ ー ツ

施 設 の 利 用

入会金 、 月謝 、会 費 、施 設 の利 川料

国 内 ・海 外旅 行

スポ ー ツ観戦

高知 会館 の利 川

通 信 教 育 ・講座 受 講 及 び

図書 、P C 関連 川 品購 入

芸 術 ・文化鑑 賞

旅 行 に要 した交 通 費 及 び宿 泊 費

（ボ ラ ンテ ィア活 動 に要 した交 通 費 を 含む 。）

球 場 ・競 技 場 の 入場 料 、観 戦 料

l
l 公 立学 校 共 済組 合 高知 宿 泊 析 （高 知 会 館 ） の 宿泊 贅

口己啓 発 の ため の 通 信 教 育 受 講 料 、資 格 取 得 の た め の

受 講料 ・検 定 受 験 料 、 自 己啓 発 や趣 味 に関 す る図 書 、 パ

ソコ ン及 び パ ソ コ ン関連 用 品 （プ リン ター 、キ ー ボ ー ド、

己 マ ウ ス 、 ス キ ャナ ー 、U S B メ モ リ、 デ ジ タル カ メ ラ）、

啓

発 ；
l

電 子 辞 書 等

美 術 舘 、 コ ンサ ー ト、演 劇 の 入場 料 （公 、t 学 校 共 済組

合 高 知 支部 か ら受 け る補 助 額 を除 く。）

附則

この要綱は、平成21年4月111から適用する。



別表

助成限度額

区　　　　 分 助 成 限度 額

当該 年度 の4 月1 日に在 職 す る会 員及 び4 月 中の採 用 ・転 入 した会
1 0 ，0 0 0 H

員 で4 月分 の掛金 を納 入 した者

　　　　　　　　　　　　　 l
5 月1 日か ら9 月30 日まで の 間の採 拝卜 転 入会 員　　　 ： 7 ，0 0 0 円

10 月1 日か ら翌年 2 月末 までの 間の 採 用 ・転 入会 員 4 ，0 0 0 円

3 月1 日か ら3 月3 1 日まで の 間の採 用 ・転 入 会 員 助 成 な し

注1会員は、1該年度中に上表に定める額を限度として会員が支払った経費の範囲内

で助成を受けることができる。ただし、1，000円未満は切り捨てる。

2　当該年度中に助成熊が1，000Hに達しなかった場合にあってもその残額は次年

度に繰り越されない。



平成　　 年　　　 月　　　 日

（財）高知県教職員互助会理事長　 様

カ　 フ　 ェ　 テ リ　 ア　 プ　 ラ　 ン　 請　 求　 書

下記のとおりカフェテリアプランに係る助成金を請求します。

所属

名

職員番号

生年月 日

1　 妻2　　≡3　　…4　　妻5　　壬6
　　　　　 フリカーナ

一一一一一一一一▲一一一一」一一一一一▲一・・・・一・・一J一一一一一一一一一一一一一一一・一一一一一一一一一一日一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一7 i8 童9 ∃10 毒11ま12 岳13
軍票己　 「 口　　 氏名 印

14　　　 童15　　　 …16　　　 書17　　　 弓18

請　 求 金 額　　　　　　　　　 ，！　　　　　　　　　　　 円

請求

方法

（1） 請求項 目番 号に0 印をする。

（2）メニュー内容の欄の必要事項 （記載欄に書ききれない場合は、別紙で添付すること。）

及び使用金額を記入する。

（3） 請求書の裏面に領収書を貼付する。

区
分

項 目

番号 メニュー内容
使用金額

（領収書の合計額）

健
康
増
進

1 健康器具、スポーツ用品、購入品名

円レジャー用品の購入 （　　　　　　　　　　　　　　　 ）

2 はり・灸等の受療 施術所名

（　　　　 ） 円
3 医薬品の購入 購入品名

（　　　　 ） 円

フt
気

回
復

4

カルチャー教室 ・スポーツ

教室への参加、スポーツ

施設の利用

参加教室・施設名

（　　 ） 円
5 国内・海外旅行 旅行先

（　　　　 ） 円
6 スポーツ観戦 観戦競技名

（　　　　 ） 円
7 高知会館の利用 宿泊者名

（　　　　 ） 円

自

己
啓
発

8 通信教育・講座受講及び 受講通信教育 ・講座名

円

図書、P C 関連用品購入 （ ）

図書のタイトル名

（ ）

P C 関連用品の購入品名
（ ）

9 芸術 ・文化鑑賞 鑑賞した催事等名

（　　　　 ） 円

合　　　　　　　　 計 円
上記の請求内容 については、事業の趣旨に沿ったものであり適正であると認めます。

平成　　 年　　 月　　 日　 ■

職名

所属所長　　　　　　　　　　　　　　　　　　 職印
氏名

注　 請求にあたっては、カフェテリアプラン実施要綱の内容を十分確認し、責任をもって提出するように

してください。



「

値
鞘


